
（3） 令和２年６月１５日 （第３種郵便物認可） 第607号（ ２年６月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
は
、
昨

年
８
月
27
日
の
大
雨
に
よ
り
被

災
し
た
、
長
崎
自
動
車
道
（
武

雄
北
方
Ｉ
Ｃ
～
嬉
野
Ｉ
Ｃ
）
に

つ
い
て
、
対
面
通
行
規
制
を
行

い
な
が
ら
、
復
旧
工
事
を
進
め

て
き
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
地
元
の
工
事

へ
の
理
解
と
協
力
や
、
鋼
管
杭

打
ち
込
み
機
械
の
追
加
な
ど
に

よ
る
工
程
上
の
工
夫
に
よ
り
前

倒
し
て
進
捗
し
い
る
。

　

４
車
線
で
の
完
全
復
旧
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
令
和
２

年
秋
頃
ま
で
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
夏
休
み
前
と
な
る
７
月
の

上
旬
に
前
倒
し
で
き
る
見
込
み

が
立
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
工
程
の
前
倒
し
に
と

も
な
い
、
６
月
８
日
に
対
面
通

行
か
ら
上
下
各
１
車
線
規
制
に

切
り
替
え
た
。

　

「
バ
ス
タ
新
宿
」
が
開

業
し
て
４
年
余
り
が
経
っ

た
。
平
成
28
年
４
月
、
鉄

道
や
高
速
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
等
の
連
携
を
円
滑
化
す
る
総
合
的
な
交

通
結
節
点
と
し
て
、
新
宿
南
口
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
い
わ
ゆ
る
「
バ
ス
タ
新
宿
」

が
、
道
路
事
業
と
民
間
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業

と
の
官
民
連
携
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
新
宿
駅
は
、
１
日
に
約
３
５
０
万

人
の
搭
乗
客
が
利
用
す
る
我
が
国
最
大
の

鉄
道
駅
で
あ
り
、
当
時
、
高
速
バ
ス
の
発

着
拠
点
で
も
あ
る
中
で
、
19
カ
所
の
高
速

バ
ス
の
停
留
所
は
駅
周
辺
に
バ
ラ
バ
ラ
に

設
置
さ
れ
、
交
通
機
関
相
互
の
乗
り
換
え

の
利
便
性
は
乏
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

「
バ
ス
タ
新
宿
」
の
開
業
に
よ
り
、
ま

た
、
高
速
道
路
整
備
の
進
展
に
あ
わ
せ
た

高
速
バ
ス
の
需
要
増
加
と
相
ま
っ
て
、
開

業
後
約
１
年
間
で
累
計
利
用
者
数
が
１
，

０
０
０
万
人
を
突
破
し
、
そ
の
後
も
、
ト

イ
レ
や
ベ
ン
チ
の
増
設
、
コ
ン
ビ
ニ
の
設

置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備
を
進
め
た
こ

と
も
あ
り
、
月
３
万
人
程
度
の
利
用
者
数

が
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
バ
ス
タ
新
宿
の
よ

う
な
集
約
型
公
共
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

戦
略
的
な
整
備
な
ど
、

バ
ス
利
用
拠
点
の
利
便

性
を
向
上
す
る
た
め
の

「
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
て
き

た
。
平
成
31
年
４
月
に

は
、
次
世
代
型
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

等
を
内
容
と
し
た
「
国
道
15
号
・
品
川
駅

西
口
基
盤
整
備
」
が
新
規
事
業
化
さ
れ
事

業
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
三
宮
駅
、
新
潟

駅
に
お
け
る
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
等
の

整
備
に
つ
い
て
も
新
規
事
業
化
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
他
に
札
幌
駅
、
仙
台
駅
、
大
宮

駅
、
長
崎
駅
等
に
お
い
て
も
交
通
結
節
機

能
の
強
化
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
整

備
す
る
に
当
た
り
、
先
行
事
例
で
あ
る
バ

ス
タ
新
宿
の
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
バ
ス

タ
新
宿
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
る
と
①
バ

ス
タ
は
道
路
附
属
物
の
自
動
車
駐
車
場
と

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
専
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
法
的
位

置
づ
け
が
な
い
た
め
、
実
効
性
の
観
点
か

ら
の
問
題
②
道
路
管
理
者
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

会
社
は
兼
用
工
作
物
と
し
て
協
定
を
締
結

し
て
る
が
、
選
定
過
程
の
透
明
化
や
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
る
仕
組
み
が
必
要

③
商
業
施
設
の
設
置
の
柔
軟
化
や
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
収
益
を
バ
ス
タ
の
維
持
管
理

に
充
て
る
仕
組
み
が
必
要
、
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
「
道

路
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が

５
月
20
日
、
参
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立

し
た
。
本
法
案
に
つ

い
て
は
、
２
月
４
日

の
閣
議
決
定
を
受
け
、
「
道
路
ニ
ュ
ー

ス
」
３
月
号
で
も
、
そ
の
概
要
等
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
柱
は
大
き
く
５
つ

に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
「
民
間
と
連
携

し
た
新
た
な
交
通
結
節
点
づ
く
り
の
推

進
」
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
を
停
留
さ
せ
る
た

め
の
「
特
定
車
両
停
留
施
設
」
を
新
た
に

道
路
附
属
物
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
特

定
車
両
停
留
施
設
に
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
公
共
施
設
等
運
営
権
）
制
度
」
を
導
入

し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
安
定
的
で
自
由

度
の
高
い
運
営
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
は
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
な
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
現
在
、
全
世
界
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
大
流
行
し
、
日
本

で
も
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
。
日
々
の
報
道
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
関
わ
る
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り

が
流
れ
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
人

々
の
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
収
束
し
て
自
由
に
旅
行
が
で
き
る
日
が

来
て
も
ら
い
た
い
と
切
に
願
う
。
そ
の
時

は
バ
ス
タ
を
利
用
し
て
。

バ
ス
タ
新
宿
開
業
か
ら
約
４
年
。

道
路
法
改
正
を
受
け
て
バ
ス
タ
全
国
展
開
へ

【工事通行止め】
◇仙台東部道路　仙台港北 IC ～仙台港 IC（上り線）
　7 月 6 日（月）、7 日（火）各日 21:00 ～翌 6:00
◇横浜新道（下り線）～国道 16 号　保土ヶ谷バイパス八王子方面流入ランプ
　7 月 6 日（月）～ 7 月 21 日（火）各日 20:00 ～翌 5:00
　7 月 27 日（月）～ 8 月 5 日（水）各日 20:00 ～翌 5:00
◇伊勢湾岸自動車道　名港潮見 IC　夜間 IC 閉鎖
　7 月 4 日（土）～ 7 月 6 日（月）各日 20:00 ～翌 6:00
　7 月 11 日（土）～ 7 月 13 日（月）各日 20:00 ～翌 6:00
◇東名高速道路　豊川 IC（上り線）　夜間 IC 閉鎖
　7 月 4 日（土）～ 7 月 5 日（日）各日 21:00 ～翌 5:00
　7 月 11 日（土）～ 7 月 12 日（日）各日 21:00 ～翌 5:00
◇東海北陸自動車道
　飛驒清見 IC ～小矢部東 IC
　6 月 22 日（月）20:00 ～翌 6:00
　飛驒清見 IC ～小矢部砺波 JCT
　6 月 23 日（火）～ 6 月 26 日（金）各日 20:00 ～翌 6:00
　白川郷 IC ～小矢部砺波 JCT
　6 月 29 日（月）～ 7 月 3 日（金）各日 20:00 ～翌 6:00
◇南阪奈道路　羽曳野 IC ～葛城 IC
　7 月 8 日（水）～ 7 月 11 日（土）各日 20:00 ～翌 6:00
◇舞鶴若狭自動車道　舞鶴西 IC ～小浜 IC
　7 月 6 日（月）～ 7 月 11 日（土）各日 20:00 ～翌 6:00

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報

今回の緊急措置のポイント

内容

①新型コロナウイルス感染症対策のための暫定的な営業であること 

② 「3密」 の回避や 「新しい生活様式」 の定着に対応すること 

③テイクアウト、 テラス営業等のための仮設施設の設置であること 

④施設付近の清掃等に協力いただけること

主体

地方公共団体又は関係団体※1による一括占用※2 

※1 地元関係者の協議会、 地方公共団体が支援する民間団体など 

※2 個別店舗ごとの申請はできない。  

　　　お住まいの地方公共団体等に相談を。

場所

道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼさない場所

※ 歩道上においては、 交通量が多い場所は3.5ｍ以上、 その他の場所は2ｍ以上の

歩行空間の確保が必要。

※ 沿道店舗前の道路にも設置可能。

占用料 免除 （施設付近の清掃等に協力いただけている場合）

占用

期間
令和2年11月30日まで

　

国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
テ
ラ
ス
営
業
な
ど
の
た
め
の

道
路
占
用
の
許
可
基
準
を
緩
和

地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
申
請
す
る
と

　

国
土
交
通
省
は
、
本
年
５
月

20
日
に
成
立
し
た
「
道
路
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の

一
部
で
あ
る
国
土
交
通
大
臣
に

よ
る
地
方
管
理
道
路
の
災
害
復

旧
等
の
代
行
に
係
る
規
定
に
つ

い
て
、
公
布
の
日
よ
り
施
行
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
」
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限

を
規
定
す
る
等
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。
【
１
．
背
景
】

　

災
害
時
に
お
い
て
、
迅
速
な

道
路
啓
開
及
び
災
害
復
旧
工
事

（
以
下
「
災
害
復
旧
等
」
と
い

う
）
を
行
い
、
安
全
か
つ
円
滑

な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
被
災
直
後
に
は

道
路
の
災
害
復
旧
等
の
み
な
ら

ず
多
種
多
様
な
応
急
対
策
等
に

追
わ
れ
る
被
災
地
方
公
共
団
体

が
、
自
ら
当
該
災
害
復
旧
等
を

行
う
こ
と
が
、
災
害
の
規
模
や

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

災
害
対
応
の
実
態
に
鑑
み
て
、

極
め
て
負
担
が
大
き
く
、
業
務

の
遂
行
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス

が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
現
行
の
道
路
法

（
昭
和
27
年
法
律
第
１
８
０

号
）
に
お
い
て
は
、
第
48
条
の

19
に
規
定
す
る
重
要
物
流
道
路

等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道
路
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
国
土
交
通
大
臣

が
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て

災
害
復
旧
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

道路法等の一部を改正する法律が成立し、
その一部の施行に必要な関係政令が公布

ろ
、
近
年
の
災
害
の
激
甚
化
、

頻
発
化
を
踏
ま
え
、
当
該
道
路

等
以
外
の
道
路
の
災
害
復
旧
等

に
つ
い
て
も
国
土
交
通
大
臣
が

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
よ
り
安
全
か
つ
円
滑
な
道

路
交
通
の
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

　

右
記
の
趣
旨
か
ら
第
２
０
１

回
国
会
に
提
出
し
た
「
道
路
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
（
以
下
「
法
」
と
い
う
）

が
、
本
年
５
月
20
日
に
成
立
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
法
の
公
布

・
一
部
施
行
に
合
わ
せ
、
関
係

す
る
政
令
の
整
備
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

【
２
．
改
正
の
概
要
】

・
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
27
年

政
令
第
４
７
９
号
）
の
一
部
改

正（
１
）
国
土
交
通
大
臣
が
道
路

管
理
者
に
代
わ
っ
て
指
定
区
間

外
国
道
、
都
道
府
県
道
や
市
町

村
道
の
災
害
復
旧
等
を
行
う
場

合
に
代
行
す
る
権
限
及
び
必
要

な
技
術
的
読
替
え
等
を
規
定
す

る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
そ
の
他
所
要
の
改
正
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

道
路
交
通
へ
の
影
響
を
把
握
す

る
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
収
集
し
た
プ
ロ

ー
ブ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
交
通

状
況
の
集
計
・
分
析
を
行
い
、

結
果
を
公
表
し
た
。

【
分
析
項
目
】

▽
都
道
府
県
別
平
均
旅
行
速
度

▽
主
要
観
光
地
付
近
の
旅
行
速

度▽
ト
リ
ッ
プ
長
・
Ｏ
Ｄ
分
析

【
主
な
分
析
結
果
】

▽
旅
行
速
度
で
は
、
都
道
府
県

別
平
均
旅
行
速
度
・
主
要
観
光

地
付
近
の
旅
行
速
度
共
に
、
３

月
下
旬
か
ら
旅
行
速
度
が
上
昇

し
て
い
る
が
、
３
月
20
日
～
22

日
の
休
日
に
お
い
て
、
関
東
地

方
を
中
心
に
速
度
低
下
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
５
月
下
旬
に
は

西
日
本
を
中
心
に
若
干
の
速
度

低
下
が
み
ら
れ
る
。

▽
ト
リ
ッ
プ
長
構
成
比
率
は
大

き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、

総
ト
リ
ッ
プ
数
は
、
平
日
の
乗

用
車
で
23
％
、
大
型
貨
物
車
で

６
％
、
休
日
の
乗
用
車
で
29
％

減
少
し
て
お
り
、
休
日
の
大
型

貨
物
車
で
10
％
増
加
し
て
い

る
。

▽
Ｏ
Ｄ
で
は
、
平
日
は
い
ず
れ

の
車
種
で
も
都
道
府
県
内
々
・

内
外
共
に
ト
リ
ッ
プ
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
都
道
府

県
内
外
を
移
動
す
る
大
型
貨
物

車
が
一
部
地
域
で
増
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
休
日
は
、
特
に
都

道
府
県
内
外
を
移
動
す
る
乗
用

車
の
ト
リ
ッ
プ
数
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
が
、
大
型
貨
物
車

の
ト
リ
ッ
プ
数
は
全
国
的
に
増

加
し
て
い
る
。

　

分
析
内
容
の
う
ち
旅
行
速
度

に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で

集
計
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
集
計
を
継
続
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
主
要
観
光

地
付
近
の
旅
行
速
度
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
等
の
意
見
も
踏
ま

え
、
集
計
対
象
の
拡
大
も
検
討

し
て
い
る
。

ETC2.0プローブデータによる
交通状況分析

長
崎
自
動
車
道　

武
雄
北
方
Ｉ
Ｃ
～
嬉
野
Ｉ
Ｃ

７
月
上
旬
に
４
車
線
通
行
確
保
へ

受
け
る
飲
食
店
等
を
支
援
す
る

た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
と
地
域
住
民
・
団

体
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
沿
道
飲
食
店
等
の
路
上
利
用

の
占
用
許
可
基
準
を
緩
和
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
同
様
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
し
て
い
る
。


